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いまだに著作集の刊行がつづく宮本常一
の膨大な仕事は、アカデミアから「実

証的でない」などの評価を受けてきた。著者
はそれを逆手にとって、宮本の著作から影響
を受け、戦後の一時期に日本で大きな影響力
を持った鶴見俊輔、網野善彦、本多勝一、司
馬遼太郎らいわゆる「朝日岩波文化人」の軌
跡を取り上げることによって、宮本のつきな
い魅力、豊かな発想に迫ろうとしている。
評者の大学生時代（1980年代後半）は阿部
謹也や網野善彦らによる社会史が盛んで、そ
の影響で1984年に岩波文庫に入ったばかりの
宮本常一の代表作『忘れられた日本人』や『家
郷の訓』を読んだ。その後、第28回大宅壮一
ノンフィクション賞を受賞した『旅する巨人 
宮本常一と渋沢敬三』（佐野眞一著）は、戦後、
大蔵大臣をして自宅を財産税で物納した逸話
を持つ渋沢敬三と宮本常一の関係を描いた大
変印象的な一冊であり、宮本に対する一般的
な評価に寄与したとされる。
では、本書はどうか。地域振興との関係で
とくに意義深いと感じたのが「第二章 世間師
の発見―安丸良夫と民衆思想史」と「第四章 
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離島から日本を見る―谷川雁のコミューン構
想と島尾敏雄の『ヤポネシア』論」だ。まず
第2章では歴史学者の安丸良夫が、宮本が豊富
なフィールドワークで見出した「世間師」を
江戸時代の百姓一揆などの指導者に重ね合わ
せたことを指摘。今でいうところの越境学習
をした人のことであり、今の地域でも求めら
れている人材である。ついで第4章では、宮本
が離島振興法の制定にかかわったことにも触
れつつ、その著作『日本の離島』の影響を受
けた谷川のコミューン論、島尾の日本文化論
の見直しを提起した「ヤポネシア」論を展開
している。
渋沢敬三が宮本にいったとされる「大事な
ことは主流にならぬことだ。傍流でよく状況
を見ていくことだ。舞台で主役をつとめてい
ると、多くのものを見落としてしまう。その
見落とされたものの中に大事なものがある」
という助言は地域振興にかかわる者にとって
も、つねに立ち返るべき金言だろう。著者の
『宮本常一を旅する』もあわせて一読をオス
スメする。
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　信州・伊那谷は中央アルプスと南アルプスに挟まれ、景勝地にして夏と冬の寒暖差の大きさでも知られる。
その地で生まれた86歳の著者がコラム集の第3弾として上梓した。ほとんどが農業系新聞に載った記事の
加筆・再録で、9章98題の構成になっている。テーマは「食と農、生き方」を軸に多岐にわたる。伊那谷につい
ては1章のみで、大半が「全国がふるさと」と舞台も幅広い。筆致は時にやさしく、時に厳しい。とかく机上の
論が横行する昨今、地に足をつけ考えてきた著者の姿が浮かんでくる。土の香りがしてくるのも心地いい。

　著者は40年近く勤めた日本農民新聞社（東京・神
田）の発行紙に農政・農協、農業ビジネスについて書
いてきた。社長・会長を経た2014年の退任後も寄稿
をつづけ、今回は15年～21年の掲載分をまとめた。
　ひとつの文章が400字詰め原稿用紙2～3枚程度
ながら中身は濃い。広がりはじめていた「フードバ
ンク」から、愛媛の有機柑橘園「無茶々園」など、地方
で頑張る集団を取り上げてはエールを送る。一方で、
国主導の輸出で農業を成長産業化しようという動き
を警戒する。「協同組合の思想が世界無形文化遺産に」
「国際家族農業年の制定」など大手マスコミがあまり
取り上げない話題を発掘。地方の衰退を「穴のあい
たバケツ」にたとえ、「漏れをふさぐ処方箋」を考え

る活動まで興味深い話を紹介する。大企業から中小
企業・個人へ、中央から地方へ「富」を流す「トリクル
ダウン」の発想から、地域コミュニティ自身の活性
化こそ重要だという考えを繰り返し述べる。
　また東日本大震災の教訓を忘れたかのような風潮、
戦時下とダブる政治の強権化には歯切れよく「喝

かつ

」を
入れる。そんな「ご意見番」の顔のほか、伊那谷の人
びとに愛された漂白の俳人への共感や借りた畑で自
家野菜づくりに奮闘する話まで、そのつど見せる顔
にはそのときどきの滋味がある。72歳、74歳と発刊
してきたシリーズも最後だと宣言している。実に惜
しい、まだまだ続刊が読みたくなる、そんなエッセ
イ集だ。
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